




１．事業の概要
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静岡県

両河内スマートIC （仮称）
りょうごうち
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スマートＩＣアクセス道路 （ 葛沢線 ＋ 葛沢２号線 ） 全長約２．２ｋｍ

両河内スマートＩＣ （仮称）
料金所施設

静岡ONランプ

山梨OFFランプ
静岡OFFランプ

山梨ONランプ

市道 葛沢線

市道 葛沢２号線

市道 茂野島河内線
矢崎橋

土合橋

県道 大向福士線

(二)興津川

至 新清水JCT

至 富沢IC
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１．事業の概要

新設区間0.3km



2．事業の目的
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両河内スマートIC（仮称）の設置の必要性

 ① 防災機能の強化
 地形的に北西南側の３方を急峻な山々に囲まれた中山間地域であり、自動車交通への依存が高い地域でありなが
ら、両河内地区と国道５２号沿線地区や清水中心部（清水区役所）を結ぶ主要地方道清水富士宮線は、過去にも通
行止めが発生し、孤立も発生している。また、災害発生による通行止め時は、大きな迂回を強いられる。

 両河内地区では、第１次緊急輸送道路（中部横断自動車道）が通過しているが、ICが無いためアクセスできない。

 ② 救急医療活動の支援
 両河内地区は、人口の減少、高齢化が急速に進む中山間地域であり、近傍に第3次救急医療施設が無く、医療施
設へのアクセス性が悪い。

 静岡市内の第3次救急医療施設への救急救命活動では、市内の医療施設までのアクセス道路の迂回等により、搬
送時間を要している。

 ③ 地域利便性の向上
 両河内地区（葛沢）から清水中心部（清水区役所）へアクセスは、道路線形が厳しい区間を通行し、大きく迂回する
必要があり、大幅な所要時間を要する。

 高速道路のICから両河内地区（葛沢）へは、道路線形が厳しい区間を通り、近隣のICである清水いはらICや新清水
ICからのアクセス性が低い。

 ④ 観光振興・地域活性化の支援
 自然豊かな両河内地区では、清流の興津川の釣り、清水森林公園、やませみの湯等が分布し、高い観光ポテン
シャルを有しているが、観光客は、近年減少傾向にある。

当該地域に、スマートICの設置が求められている。



（1）事業をめぐる社会情勢の変化

3.事業の必要性

中央自動車道
中央自動車道

上信越自動車
道

長
野
自
動
車

道

東名高速道路

新東名高速道
路

北関東自動車
道

関
越
自
動
車
道

双葉JCT

佐久小諸JCT

E19

E1A
E1

E20

E20E19

(仮称)⾧坂JCT

E52

駿 河 湾

更埴JCT

清水港

新清水JCT静岡市

静岡・山梨間
約74km                      

中部横断
自動車道
約132km

未供用区間約40km

山梨・⾧野間の一部
約22km 八千穂高原IC

静岡～山梨間 令和3年8月 全線開通

富沢IC
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（2）事業の投資効果 【①防災機能の強化】

：平成20年度～令和元年度災害発生による通行止め箇所

●両河内地区への主要な道路が土砂災害により通行止めが発生し
一時的に孤立状態となった
●家屋倒壊により要救助者を緊急搬送
●停電等ライフラインの寸断発生

●両河内地区への道路は災害に弱く、数年前には
３日間ほど孤立したこともある。

●台風でも壊れない道路が必要だ。両河内意見書より
平成27年10月

第１次緊急輸送道路への
新たな高速道路の利用
ルートの確保により

↓

『孤立の解消』

令和４年９月 台風１５号 被災状況

3.事業の必要性

：孤立が懸念される地域

○両河内地区と清水都心（清水区役所）間の幹線道路で過去１２年間で６箇所の通行止めが発生し、孤立も発生。
○スマートＩＣの整備により『緊急輸送道への新たなルートの確保』により、孤立の解消、迂回ルートの確保により、 災害
時の『防災機能を強化』 。

両河内スマートIC
（仮称）

●中部横断道・新東名等を利用した緊急輸送ルートの確保！

孤立が懸念
される地域

迂回ルートの確保

第１次緊急輸送道路への新ルートの確保により

↓

『安定した市民生活の確保』

中
部
横
断
自
動
車
道

道路被災状況写真
（令和4年9月)

道路被災状況写真



（2）事業の投資効果 【②救急医療活動の支援】
○静岡県立総合病院（第3次救急医療施設）への搬送時間が大幅に短縮される効果が得られる。
○道路幅員の狭隘な区間を回避し、搬送中の患者への負担を軽減等の緊急医療活動を支援。

消防局救急課
ヒアリング結果

スマートIC整備前ルート
スマートIC整備後ルート

約42分

●狭隘な道路の通行は患者への負担にもつながる。

●両河内地区から第３次救急医療施設である静岡県立
総合病院の患者搬送では、スマートICから高速利用で

病院に搬送することが考えられる。
●主に、小島出張所より出動しているが、清水消防署、

港北消防署からの搬送支援も受けることができる。

約16分

港北消防署

●狭隘な区間を回避し、患者への負担軽減！

狭隘な区間を回避！

●救急搬送時間が約26分短縮！

清水
消防署

小島出張所
・令和6年 両河内地区から静岡県立総合病院への搬送 29回／年

・令和6年 両河内地区から静岡市内第３次救急医療施設

（静岡県立総合病院・静岡済生会総合病院・静岡赤十字病院）

への搬送 42回／年

第３次救急
医療施設

新清水
JCT

県立
総合病院

済生会病院

道路幅員
狭隘区間

中
部
横
断
自
動
車
道
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興津出張所

約42分
（約28km）

約16分
（約20km）

約26分
短縮

両河内スマートIC
（仮称）

※搬送経路は静岡市消防局ヒアリング結果

※データ：R3.4月ETC2.0データ 昼12時間平均旅行速度より算出

カーラーの救命曲線

両河内地区から
静岡県立総合病院への
多量出血時の死亡率

現況：75％
↓

IC整備時：5％

70％改善

静岡赤十字病院

3.事業の必要性



（2）事業の投資効果 【③地域利便性の向上】

○スマートIC整備により、高速道路の利便性が低い両河内地区（葛沢）から清水中心部（清水区役所）への所要時間が、
大幅に短縮されるとともに、安全・安心な通行経路の確保が可能。

約37分 約19分

スマートIC整備前ルート
スマートIC整備後ルート

●清水中心部への所要時間が約18分短縮！

※データ：R3.4月ETC2.0データ 8時台旅行速度より算出

清水中心部
（区役所）

約37分
（約19km）

約19分
（約15km）

（主）清水富士宮線（清水区清地） 道路状況

(清水区清地）
道路幅員
狭隘区間

（清水区吉原）
道路幅員
狭隘区間

中
部
横
断
自
動
車
道

車両のすれ違いが
困難！

両河内スマートIC
（仮称）

約10km 約２km

●高速道路へのアクセス所要距離が約８km短縮！

※走行所要距離は、狭小１車線市道の利用を含む
（主要幹線道路利用時は、約27km）

清水いはらIC

約１8分
短縮

約10km

約２km

3.事業の必要性
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国道52号 中部横断自動車道

両河内スマートIC（仮称）

約37分

約19分

約18分短縮

（2）事業の投資効果 【④観光振興・地域活性化の支援】
【観光振興・地域活性化の支援】

やませみの湯※

興津川の鮎つり

※資料：黒川キャンプ場、やませみの湯写真：HPより

○興津川の鮎つり、黒川キャンプ場、やませみの湯などの観光地へのアクセス性や観光地までの分かりやすさが向上。
○山間部特有の地域資源を活用した観光振興を支援。

中

部

横

断

自

動

車

道

やませみの湯

食事処「たけのこ」
笑味の家

黒川キャンプ場

黒川キャンプ場※

興津川の鮎つり
５月２０日解禁
静岡県内一早い！

両河内小中学校

清水森林公園

生涯学習交流館

西里キャンプ場

土キャンプ場

和田島キャンプ場

茂野島キャンプ場

杉尾山展望台

河内の大石

百花園

興津川

興
津
川

両河内スマートIC
（仮称）

沢のぼり体験

「オクシズパーク」
観光宿泊施設

約10km

約2km

約８km
短縮

約14km

※走行所要距離は、狭小１車線市道の利用を含む
（主要幹線道路利用時の清水いはらICは、約27km）

約12km
短縮

両河内地区
（葛沢）

※写真提供：興津川漁協

3.事業の必要性



3.事業の必要性
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（3）事業の進捗状況
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NEXCO施工

静岡市施工

①

①

②

料金所

次年度以降工事着手予定

←静岡 山梨→

SIC本体工事

②

拡幅工事

4.今後の事業の進捗の見込み



4.今後の事業の進捗の見込み

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

舗装設計

用地測量

用地取得

土工工事

R8 R9 R10 R11

調査

R6 R7

土工設計

項目
R3 R4 R5

◆進捗状況 : 道路詳細設計完了、用地取得中
◆事業期間 : 令和１０年３月末 → 令和１２年３月末

台風15号の被災に伴う応急復旧、
測量及び設計期間の変更（+12ヶ月） 合計 +24ヶ月

12

【事業期間の見直し】

計画工程表

切土掘削量の変更（+12ヶ月）
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5.対応方針


